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記念シンポジウム

〈旬な大体大生〉
社会貢献活動に全力投球！

池田 翔さん
IKEDA SHO



新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。学園を代
表して心よりお喜び申し上げます。

大阪体育大学は、学校法人浪商学園が設置する教育機関の
１つです。浪商学園は1921（大正10）年に創立され、2021年、
創立100周年を迎えました。学園の建学の精神は「不断の努力
により智・徳・体を修め社会に奉仕する」。この建学の精神を
体現できる人材の育成を目指しています。

学園は創立以来スポーツ活動を奨励してきました。浪商高
校第２代校長、野田三郎（大阪体育大学初代学長）は「スポー
ツを通した青少年の健全育成」の理念の下、野球を筆頭に運
動部活動を積極的に支援しました。その強い思いが大阪体育
大学開学へ結びつきました。

大阪体育大学は、東京オリンピック開催の翌年1965（昭和
40）年に開学しました。開学にあたり、東京オリンピック選手
強化対策本部長と選手団長を務められた後に日本人初のオリ
ンピック平和賞を受賞された大島鎌吉先生（1932年ロサンゼ
ルスオリンピック陸上三段跳銅メダル獲得）を副学長として、
またオリンピックスポーツ科学委員で、後に日本体育学会会
長に就任された加藤橘夫先生を学部長としてお迎えしました。

西日本初の体育・スポーツの専門大学として、体育・スポー
ツを通して０歳から100歳までの健康を維持することを標榜し、
産業体育・社会体育・学校体育の３コース制で教育をスター
トしました。当時、この分野で最先端におられた大島、加藤
両先生の思いが、本学の教育の原点です。60年以上経過した
今も色あせることなく、脈々と受け継がれています。

2026年は、世界がスポーツの情熱に包まれる特別な一年です。
2月に開催されたミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは、
日本代表が 24個ものメダルを獲得し、冬季大会での最高記録
を更新しました。選手たちの不断の努力と団結の賜物です。

極限の緊張の中で力を出し切る姿、転倒や失敗を乗り越え
て挑戦し続ける姿は、私たちに「挑むことの尊さ」を教えて
くれます。

続く3月にはワールド・ベースボール・クラシック、6～７月
にはFIFAワールドカップ、そして9～10月には愛知・名古屋
アジア競技大会が開催されます。2026年はまさに、世界と日
本がスポーツでつながる「挑戦の年」と言えるでしょう。

大学生活もまた、挑戦の連続です。
新しい仲間との出会い、専門分野への探究、思うようにい

かない経験――そのすべてが皆さんを成長させます。どうか
失敗を恐れず、挑戦を楽しんでください。

世界の舞台で躍動する選手たちのように、自らの可能性を
信じ、一歩を踏み出してください。

新入生の皆さんが、充実した学生生活を送られることを願っ
てあいさつといたします。

新入生の皆さん、ご入学誠におめでとうございます。教職
員ならびに在校生を代表し、皆さんを大阪体育大学の新たな
仲間としてお迎えできることを、心より嬉しく、また誇りに思
います。

本学は体育・スポーツの総合大学として創立され、昨年、
節目となる60周年を迎えました。今年は、さらなる歩みを進
める新たな出発の年でもあります。これまで建学の精神であ
る「不断の努力により智・徳・体を修め社会に奉仕する」を
体現すべく、教育・研究・社会貢献の各領域において多彩な
取り組みを展開してきました。今後は、体育・スポーツの専
門性を基盤としつつ、社会を支える総合的な人間力を備えた
人材の育成に、これまで以上に力を注いでまいります。本学
は長年にわたりスポーツ、健康、教育、地域、産業、国際、
倫理といった多面的な領域において、豊富な知見と経験を蓄
積してきました。これらの知的資産を最大限に活かし、教育・
研究・社会貢献を通じて社会の発展に寄与する大学であり続
けることを目指しています。その中心に立つのは、まさに皆
さんです。教職員とともに学び、挑戦し、未来を創造してい
く姿勢こそが、本学の新たな歴史を形づくる原動力となります。

大学とは、「自ら学び、自ら成長する場」です。自ら一歩を
踏み出すかどうかで、学びの深さも広がりも大きく変わります。
できなかったことができるようになる喜び、知識が広がるこ
とで思考が深まる手応え、人としての逞しさや温かさが育ま
れる瞬間を、どうか存分に味わってください。その過程では、
挫折や迷いに直面することもあるでしょう。しかし、仲間や
教職員と支え合いながら乗り越えた先には、必ずや新しい自
分が立っています。

本学の教員は、スポーツ科学や教育学の専門知識に加え、
豊富な実践経験と高い指導力を兼ね備えています。その英知
に触れながら、皆さんがこれまでの自分を超え、確かな成長
を遂げてくれることを心から期待しています。不安と期待が
入り混じる今この瞬間の気持ちを大切にしながら、どうか大
学生活を思う存分楽しんでください。教職員との出会い、新
たな仲間とのつながり、そして自分自身の新たな発見。これ
から皆さんが経験するすべてが、かけがえのない人生の礎と
なることでしょう。これから始まる大学生活が、皆さん一人
ひとりにとって未知なる可能性を切り拓き、生涯の財産とな
る豊かな時間となることを願っております。

新たな自分を見つける新たな自分を見つける
大学生活を期待します大学生活を期待します

大阪体育大学

学　長　神﨑 浩

挑戦を楽しみ、挑戦を楽しみ、
自らの可能性を信じよう自らの可能性を信じよう

学校法人浪商学園

理事長　野田 賢治

新入生の皆さんへ新入生の皆さんへ
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※学年表記は原則旧学年

contents

第
33
回
大
学
院
修
了
式
・
第
58
回
体
育

学
部
・
第
８
回
教
育
学
部
卒
業
式
が
３
月

17
日
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
ス
タ
ー
ゲ
イ

ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
。

修
了
生
・
卒
業
生
は
、
大
学
院
生
は
博

士
前
期
課
程
20
名
、博
士
後
期
課
程
１
名
、

学
部
生
は
体
育
学
部
4
7
6
名
、
教
育
学

部
1
2
0
名
で
合
わ
せ
て
6
1
7
名
。

式
で
は
、
神
﨑
浩
学
長
が
博
士
後
期
課

程
の
１
名
や
博
士
前
期
課
程
と
各
コ
ー
ス

代
表
の
学
生
に
学
位
記
・
卒
業
証
書
を
授

与
し
、
学
業
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
加

藤
橘
夫
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
で
優
れ
た
成
績
を

収
め
た
大
島
鎌
吉
賞
な
ど
の
77
名
を
表
彰

し
た
。

神
﨑
学
長
は
式
辞
に
臨
み
、「
本
学
は
創

立
以
来
、『
不
断
の
努
力
に
よ
り
智
・
徳
・

体
を
修
め
社
会
に
奉
仕
す
る
』
と
い
う
建

学
の
精
神
を
教
育
の
根
幹
と
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
本
学
で
身
に
つ
け
た
知
識
、

経
験
、
そ
し
て
人
と
し
て
の
成
長
は
、
こ

の
精
神
に
裏
打
ち
さ
れ
た
揺
る
ぎ
な
い
財

産
で
す
。
こ
の
建
学
の
精
神
は
、『
人
と
し

て
い
か
に
生
き
る
か
』
を
問
い
続
け
る
も

の
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
人
生
を
力
強
く
支

え
る
礎（
い
し
ず
え
）と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
」
と
語
っ
た
。

祝
辞
、
記
念
品
贈
呈
な
ど
の
後
、
送
辞

は
、
在
学
生
を
代
表
し
て
学
友
会
会
長
の

福
島
滉
哉
さ
ん（
教
育
学
部
３
年
、大
阪
・

阪
南
高
校
）、
謝
辞
は
、
大
学
院
総
代
・
部

谷
祐
紀
さ
ん
、
体
育
学
部
総
代
・
松
岡
真

叶
さ
ん
（
三
重
・
名
張
青
峰
高
校
）、
教
育

学
部
総
代
・
曽
我
部
彩
愛
さ
ん
（
大
阪
成

蹊
女
子
高
校
）
が
務
め
た
。

最
後
に
、
修
了
生
・
卒
業
生
、
教
職
員

が
起
立
し
、「
大
阪
体
育
大
学
学
歌
」
を
斉

唱
し
た
。

閉
式
後
は
、
伝
達
式
が
各
コ
ー
ス
な
ど

に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
修
了
生
・
卒
業

生
は
一
人
ひ
と
り
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
ら
か

ら
学
位
記
・
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
た
。

修了式、卒業式を挙行
学業、スポーツ優秀77名表彰

スターゲイトホテル関西エアポートで行われた修了式・卒業式

式典に参加した修了生・卒業生

神﨑浩学長から学位記・卒業証書が授与された

【加藤橘夫賞】２名
松岡真叶（体育学部健康・スポーツマネジメント学科アスレティックトレーニングコース）
石田直史（教育学部教育学科小学校教育コース）
※学業成績の学科１位

【大島鎌吉賞】14名
＜硬式野球部女子＞畑中ゆりあ、山本一花、木村睦実＝2025年BFA女子野球アジアカップ優勝
＜ハンドボール部女子＞比嘉楓＝2022～25年度全日本インカレ優勝▽奥山紗彩、小林実杜、坂下碧、	
山口映＝2023～25年度同優勝▽高来葵美＝2022、23、25年度同優勝▽尾関栞、小沼美尋、後藤真子、
佐藤若奈、篠原優和＝2024、25年度同優勝

【博士後期課程修了者】１名
紺田俊	 （敬称略）
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大
阪
体
育
大
学
は
開
学
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

2
0
2
5
年
、「
大
体
大
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
1
」
で
掲
げ

る
「
本
物
」
の
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
し
、「
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｘ
検
討
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
動
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
、
富
士
通
株
式

会
社
、
一
般
社
団
法
人
大
学
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
後
援
。
多
数
の
報
道
関
係
者
の
ほ

か
、
各
大
学
、
大
阪
府
教
育
庁
、
徳
島
県
庁
な
ど
の
運

動
部
活
動
改
革
の
担
当
者
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
関
係
者

ら
約
70
名
が
詰
め
か
け
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
神
﨑
浩
学
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

基
調
講
演
と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
1
0
0
％
子
会

社
で
あ
る
G
e
n
‒
A
X
の
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
、
鈴

木
祥
太
さ
ん
が
「
人
間
と
Ａ
Ｉ
が
共
に
創
る
未
来
社
会
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

続
い
て
、「
大
体
大
の
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｘ
の
現
在
地
と
こ
れ

か
ら
」
の
テ
ー
マ
で
現
状
報
告
が
行
わ
れ
、
大
体
大
Ｄ

Ｘ
・
Ａ
Ｘ
検
討
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
藤
本

淳
也
教
授
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
説
明
。プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
体
操
競
技
部
男
子
監
督
の
藤
原
敏
行

教
授
が
、
今
春
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
世
界
で

初
め
て
導
入
す
る
富
士
通
株
式
会
社
の
Ａ
Ｉ
体
操
採
点

支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
、「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進

事
業
」（
J
‒
P
E
A
K
S
）
事
業
メ
ン
バ
ー
の
浜
田
拓

副
学
長
と
冨
山
浩
三
教
授
が
「
仮
想
と
現
実
が
融
合
す

る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
と
社
会
実
装
」
を
テ
ー

マ
に
報
告
し
た
。
浜
田
副
学
長
は
「
J
‒
P
E
A
K
S

は
文
部
科
学
省
の
支
援
の
下
、
立
命
館
大
学
を
拠
点
と

し
た
５
年
間
の
超
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
本
学
も
連
携

大
学
と
し
て
参
画
し
て
い
る
」
な
ど
と
説
明
。
冨
山
教

授
は
「
本
学
は
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
領
域
で

研
究
を
進
め
て
い
く
。
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
の
活
動
環

境
を
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
に
再
現
し
た
り
、
リ
ア
ル
に
は

体
験
で
き
な
い
よ
う
な
冒
険
の
極
限
状
態
を
作
り
出
し

た
り
し
て
、
心
理
的
な
領
域
で
多
様
な
視
点
か
ら
の
研

究
を
展
開
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

ＤＸ・ＡＸと共に創る、スポーツ分野の教育・研究・社会貢献の未来

開学60周年記念シンポジウム「ＤＸ・ＡＸと共に創る、スポ　　　  ーツ分野の教育・研究・社会貢献の未来」が３月６日、大阪市淀川区の大阪ガーデンパレスで開催された。
基調講演、現状報告のほか、ソフトバンク株式会社の協力を得　　　　てＩＣＴを活用した部活動・スポーツ指導にあたっている学生が登壇し、成果を報告した。

報告・運営にあたった学生の皆さん

鈴木祥太さんが基調講演
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休
憩
を
は
さ
み
、
学
生
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
成
果
報
告
」
が
開

催
さ
れ
た
。
連
携
協
定
を
結
ぶ
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
と
大

体
大
が
産
学
連
携
し
、
同
社
の
Ａ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ

と
マ
イ
ク
ロ
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に

つ
い
て
、
以
下
の
４
例
が
報
告
さ
れ
た
。
司
会
は
、
小

山
雪
貴
乃
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
兵
庫
・
三
田
西
陵

高
校
）
が
務
め
た
。

①�

徳
島
・
海
陽
町
中
学
校
合
同
部
活
動　

報
告
者
・

笹
川
和
斗
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
大
阪
・
花
園

高
校
）、
陽
本
千
咲
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
２

年
、
大
阪
・
城
南
学
園
高
校
）

②�

愛
媛
・
松
山
や
ま
と
野
球
ク
ラ
ブ　

報
告
者
・
石

田
空
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
広
島
県
瀬
戸
内
高

校
）

③�

大
阪
暁
光
高
校
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部　

報
告
者
・

家
村
か
な
と
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
兵
庫
・
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
校
）、
片
岡
美
琴
さ
ん
（
体
育
学

部
３
年
、
名
古
屋
経
済
大
学
市
邨
高
校
）

④�

大
阪
府
忠
岡
町
立
忠
岡
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

報
告
者
・
花
見
佳
音
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、

大
阪
・
今
宮
高
校
）

報
告
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
効
果
に
つ
い
て
、「
課
題

と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
対
話
で
き
な
い
タ
イ
ム
ラ

グ
や
ス
キ
ル
格
差
、
顧
問
と
の
意
思
疎
通
な
ど
は
あ
る

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
、
生
徒
た
ち
に
は
言
葉
で

は
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
く
て
も
、
映
像
で
な
ら
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
」（
笹
川
さ
ん
）、「
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性

や
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」（
石
田
さ
ん
）、「
プ

レ
ー
ヤ
ー
目
線
で
プ
レ
ー
を
確
認
す
る
こ
と
で
、『
な
ぜ

失
敗
し
た
か
』
で
は
な
く
『
次
ど
う
す
る
か
』
と
い
う

前
向
き
な
議
論
に
つ
な
が
り
、
選
手
主
体
の
学
び
や
気

づ
き
が
生
ま
れ
た
」（
家
村
さ
ん
、
片
岡
さ
ん
）
な
ど
の

感
想
が
語
ら
れ
た
。

続
い
て
、
折
野
歩
菜
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、
兵
庫
・

神
戸
龍
谷
高
校
）が
進
行
を
務
め
て
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
海
陽
町
教
育
委
員
会
の
森
﨑
忠
憲

教
育
次
長
が
「
こ
の
取
り
組
み
は
極
め
て
注
目
度
が
高

く
、
新
た
な
海
陽
モ
デ
ル
と
し
て
進
め
た
い
」
と
話
し

た
ほ
か
、
新
聞
記
者
か
ら
の
質
問
に
理
路
整
然
と
回
答

す
る
学
生
の
姿
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

学生シンポジウム「スポーツ指導におけるＩＣＴ活用成果報告」

開学60周年記念シンポジウム「ＤＸ・ＡＸと共に創る、スポ　　　  ーツ分野の教育・研究・社会貢献の未来」が３月６日、大阪市淀川区の大阪ガーデンパレスで開催された。
基調講演、現状報告のほか、ソフトバンク株式会社の協力を得　　　　てＩＣＴを活用した部活動・スポーツ指導にあたっている学生が登壇し、成果を報告した。

クロストークセッション

報告する陽本千咲さん タブレットを見る野球少年の映像などを紹介



防
災
士
資
格
取
得
講
座
が
２
月
５
～
８
日
、

初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
防
災
と
救
命
に
つ
い
て

講
義
と
演
習
を
交
え
て
幅
広
く
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
警

察
官
や
消
防
官
、
教
員
な
ど
を
目
指
す
学
生
42

名
と
職
員
３
名
の
計
45
名
が
受
講
し
た
。

全
国
共
通
の
民
間
資
格
で
あ
る
防
災
士
資
格

を
取
得
す
る
に
は
、特
定
非
営
利
活
動
法
人「
日

本
防
災
士
機
構
（
Ｊ
Ｂ
Ｏ
）」
が
認
証
し
た
研
修

機
関
が
実
施
す
る
防
災
士
養
成
研
修
講
座
を
受

講
し
、
防
災
士
資
格
取
得
試
験
に
合
格
す
る
と

と
も
に
、
全
国
の
自
治
体
や
消
防
署
な
ど
の
公

的
機
関
が
実
施
す
る
救
急
救
命
講
習
を
修
了
す

る
必
要
が
あ
る
。

大
阪
府
下
で
防
災
士
養
成
研
修
講
座

と
防
災
士
資
格
取
得
試
験
を
実
施
し
て

い
る
大
学
は
、
本
学
を
含
め
て
３
校
だ

け
。
さ
ら
に
本
学
で
は
、
救
急
救
命
講

習
を
同
時
に
受
講
で
き
る
と
こ
ろ
も
ポ

イ
ン
ト
だ
。

講
座
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
被
害
想
定
、
避
難
所
の
設
置
・

運
営
方
法
な
ど
を
学
び
、
減
災
行
動
と

避
難
行
動
へ
の
備
え
や
、
災
害
医
療
と

心
の
ケ
ア
な
ど
の
知
識
を
広
げ
た
。
災

害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
演
習
）
で
は
、

冷
静
に
状
況
を
見
極
め
て
対
応
す
る
力

を
養
っ
た
。
最
終
日
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
知
識
の
総
ま
と
め
と
し
て
模
擬
試
験

を
行
い
、
防
災
士
資
格
認
定
試
験
に
臨

ん
だ
。

ま
た
、
救
命
救
急
講
習
を
合
わ
せ
て

実
施
。
泉
州
南
消
防
組
合
の
現
役
の
消

防
士
４
名
の
指
導
で
、
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
、
気
道
異
物

除
去
と
い
っ
た
一
次
救
命
処
置
の
ス
キ

ル
を
養
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
局
の
指
導
者
研
修
が
１
月
28

日
、
開
催
さ
れ
、
元
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
選
手
強
化
本
部
イ
ン

テ
グ
リ
テ
ィ
教
育
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
上
田

大
介
さ
ん
が
「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ

テ
ィ
（
誠
実
さ
・
高
潔
さ
）
の
追
求
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

指
導
者
研
修
は
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
さ
ら

な
る
資
質
向
上
を
目
指
し
、年
２
回
実
施
。

全
ク
ラ
ブ
の
監
督
ら
指
導
者
に
参
加
が
義

務
付
け
ら
れ
、
研
修
に
は
監
督
ら
約
40
人

が
参
加
し
た
。

上
田
さ
ん
は
「
廃
部
や
出
場
辞
退
を
避

け
る
た
め
の
心
が
け
と
ポ
イ
ン
ト
」
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
で
講
演
。
2
0
1
8
年
か
ら

６
年
間
、
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
教
育
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
務
め
た
経
験
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｏ

Ｃ
の
取
り
組
み
と
成
果
、
工
夫
し
た
ポ
イ

ン
ト
、
取
り
入
れ
た
仕
組
み
や
理
論
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
足
元
に
あ
る
リ
ス
ク
と
し
て
、

違
法
薬
物
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
の
勧
誘
か
ら

選
手
を
守
る
手
立
て
を
解
説
。
参
加
者
に
、

「
不
正
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
理
論
」
と
し
て

指
摘
さ
れ
る
、
不
正
の
機
会
・
動
機
・
正

当
化
を
与
え
な
い
こ
と
、
不
正
の
予
兆
を

見
逃
さ
ず
、「
ひ
や
り
」「
は
っ
と
」
に
的

確
に
対
処
し
、
選
手
の
表
情
や
仕
草
、
言

葉
、
行
動
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

ス
ポ
ー
ツ
局
指
導
者
研
修

イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
追
求
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防
災
士
資
格
取
得
講
座

防
災
と
救
命
を
学
ぶ
４
日
間

一次救命処置を学ぶ学生

スポーツ・インテグリティについて語る上田大介さん



１
、２
年
生
全
員
を
対
象
に
し
た
就
職
活
動

支
援
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
が
2

月
４
日
、
開
催
さ
れ
た
。

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
、
１
年
生
は
企
業
や

団
体
で
活
躍
す
る
方
の
話
を
聞
い
て
自
ら
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
２
年
生
は
内
定
を

得
て
い
る
４
年
生
か
ら
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で

目
標
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
目
的
。

1
年
生
は
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
講
師
の
方

の
体
験
な
ど
を
聞
い
た
う
え
で
、
自
身
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

２
年
生
は
13
会
場
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
内

定
者
の
教
室
を
選
ん
で
受
講
。
プ
ロ
野
球
独
立

リ
ー
グ
の
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
に
内
定

し
て
い
る
大
仲
菜
奈
さ
ん
（
体
育
学
部
４
年
、

大
阪
・
久
米
田
高
校
）
や
兵
庫
県
中
学
校
教
員

に
内
定
し
て
い
る
原
田
茜
さ
ん
（
体
育
学
部
４

年
、
兵
庫
・
宝
塚
西
高
校
）
ら
26
名
の
４
年
生

が
、
就
活
で
の
経
験
談
を
話
し
、
後
輩
か
ら
活

発
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。

【
講
師
の
皆
さ
ん
、
敬
称
略
】
有
明
葵
衣
＝
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
リ
ー
グ
（
Ｗ
Ｊ
Ｂ

Ｌ
）理
事
▽
長
野
宏
美
＝
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
毎
日
新
聞
記
者
▽
山
本
篤
＝
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
、
大
阪
体
育
大
学
客
員
教

授
▽
平
田
史
昭
＝
株
式
会
社
リ
ア
セ
ッ
ク
代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
▽
森
下
有
梨
＝
大
阪
府
教
育
庁

教
育
振
興
室
保
健
体
育
課
▽
竹
田
和
夫
＝
元
法

務
教
官
、
吉
本
興
業
グ
ル
ー
プ
企
業
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
▽
菊
谷
崇
＝
元
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
▽
藤
平
祐
司
＝
大
阪
体
育
大
学

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
敬
称
略
）

池
田
翔
さ
ん
は
、
1
年
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部

の
選
手
が
主
体
の
「
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
」

に
積
極
的
に
参
加
し
、
子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

企
画
・
運
営
を
経
験
し
て
き
た
。
昨
年
、
地
域
の
現

状
を
よ
く
知
ろ
う
と
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
。
池
田
さ
ん

に
と
っ
て
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
聞
い
た
。

社
会
貢
献
活
動
に

全
力
投
球
！

池
い け だ

田  翔
し ょ う

さん

体育学部 4年・サッカー部男子（新学年）
福島・学校法人石川高校出身。サッカー部。
東日本大震災復興支援「サンライズキャンプ」に参加。

旬 大体大生な

—
— 

サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
で
感
じ
た
こ
と
は

実
際
に
現
地
に
行
き
、
リ
ア
ル
に
体
感
し
て
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

企
画
し
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

年
齢
の
壁
を
越
え
て
盛
り
上
が
り
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
来
週
も
来
て
く
れ
る
？
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
喜
ぶ

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
自
分
に
も
支
援
で
き
る
こ
と

が
あ
る
ん
だ
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

交
流
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
心
の
底
か
ら

笑
え
る
環
境
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
安
心
し

た
一
方
で
、
震
災
以
降
、
若
者
の
県
外
へ
の
流
出
が

加
速
し
た
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
的
な
指
導
者

が
十
分
に
足
り
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

—
— 

今
後
、
社
会
貢
献
活
動
と
ど
う
向
き
合
う
か

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
と

し
て
、
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
地
元
に
尽
く
し
た
い
と
よ
り
強
く
思
う
よ
う
に

な
り
、
社
会
貢
献
活
動
と
自
身
の
将
来
の
目
標
が
つ

な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
ス
ク
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
困
っ
て
い
る
地
域
が

あ
れ
ば
現
地
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
し
、
た
く
さ
ん

の
学
生
に
、
体
大
生
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動
の
輪
が
広
が
る
と
良
い

な
と
思
い
ま
す
。

講師の体験を聴く1年生
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活
支
援



竹
田
さ
ん
は
大
阪
府
堺
市
出
身
。
ス

ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
は
小
学
１
年
の
時
、

近
く
の
大
阪
刑
務
所
の
道
場
で
開
か
れ

て
い
た
柔
道
教
室
だ
っ
た
。
そ
の
後
野

球
な
ど
を
経
験
し
、
大
阪
府
立
泉
北
高

校
に
入
学
す
る
と
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
た
。

「
当
時
は
ア
ニ
メ
の
『
エ
ー
ス
を
ね
ら

え
！
』
が
は
や
っ
た
時
期
。
硬
式
か
軟

式
か
も
知
ら
ず
に
入
部
し
ま
し
た
。
最

高
成
績
は
、
団
体
で
大
阪
府
３
位
で
し

た
」高

校
卒
業
後
は
税
務
署
で
働
く
た
め

税
務
大
学
校
に
進
む
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

父
親
の
勧
め
で
大
学
進
学
に
転
向
。
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
を
続
け
た
い
か
ら
と
大
体

大
に
進
ん
だ
。

大
学
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
面
食
ら
っ
た
と
い
う
。

「
自
分
の
球
の
勢
い
に
は
自
信
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
１
年
の
時
の
主
将
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
８
、
副
主
将
は

３
位
。
ど
こ
に
打
っ
て
も
は
ね

返
さ
れ
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
」

就
職
で
は
、
最
初
か
ら
法
務
教
官
を

目
指
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
新
設

少
年
院
な
ど
で
教
育
や
更
生
支
援
に
あ
た
る
法
務
教
官
だ
っ
た
竹
田
和
夫

さ
ん
は
、
54
歳
の
時
、
吉
本
興
業
Ｈ
Ｄ
の
大
﨑
洋
社
長
（
前
会
長
）
に
誘
わ

れ
、
吉
本
興
業
グ
ル
ー
プ
企
業
に
転
職
。
沖
縄
で
吉
本
興
業
と
し
て
初
め
て

立
ち
上
げ
た
専
門
学
校
の
初
代
校
長
を
務
め
、
現
在
は
九
州
・
沖
縄
エ
リ
ア

の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。
母
校
の
後
輩
に
「
ま
だ

君
た
ち
は
完
成
品
じ
ゃ
な
い
。
10
年
後
の
自
分
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
進

路
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

竹田和夫（たけだ・かずお）
大阪府堺市出身。1985 年度、体育学部体育学科卒。法務教官として
30 年間、全国各地の少年院で勤務。54 歳で退職し、吉本興業が運
営する沖縄ラフ＆ピース専門学校の初代校長に。現在は株式会社よ
しもとセールスプロモーション＆エリアアクションでエリア営業本部
九州・沖縄エリアエグゼクティブプロデューサーを務める。

吉本興業グループ企業エグゼクティブプロデューサー

竹田 和夫さん

「10年後の自分を想像し   
 進路を考えて」

大体大 PEOPLE

キャリアフェスタで

OUHSジャーナル vol.238（2026.4） 7



の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
管
理
者
に
な
り

た
く
て
堺
市
の
採
用
試
験
を
受
け
た
が

合
格
で
き
ず
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
勧
め
ら
れ
て
、
大
阪

少
年
鑑
別
所
を
受
験
し
た
。
当
時
は
法

務
教
官
を
目
指
す
、
現
在
の
法
務
省
専

門
職
員
（
人
間
科
学
）
採
用
試
験
な
ど

は
な
く
、
施
設
独
自
の
採
用
だ
っ
た
と

い
う
。

法
務
教
官
は
、
起
床
・
点
検
・
作
業
・

消
灯
な
ど
の
生
活
指
導
、
学
科
教
育
や

職
業
教
育
の
支
援
、体
育
や
情
操
教
育
、

再
発
防
止
に
向
け
た
指
導
計
画
な
ど
の

個
別
支
援
に
あ
た
り
、
シ
フ
ト
を
組
ん

で
24
時
間
、
入
所
者
を
指
導
・
支
援
す

る
。
ま
た
、
問
題
行
動
を
是
正
す
る
た

め
に
戒
護
権
を
行
使
す
る
場
合
も
あ
る
。

「
異
例
で
す
が
、
自
分
は
１
年
目
か
ら

特
に
非
行
の
度
合
い
が
強
い
少
年
が
入

る
寮
を
担
当
し
ま
し
た
。
不
満
を
持
つ

少
年
の
悩
み
を
聞
き
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

的
な
仕
事
も
多
か
っ
た
で
す
ね
」

竹
田
さ
ん
は
約
30
年
間
、
和
泉
学
園

（
大
阪
）、
加
古
川
学
園
（
兵
庫
）、
浪
速

少
年
院
（
大
阪
）、
美
保
学
園
（
鳥
取
）、

岡
山
少
年
院
な
ど
各
地
の
少
年
院
で
勤

務
。
処
遇
部
門
を
統
括
す
る
首
席
専
門

官
も
務
め
た
。

吉
本
興
業
と
の
出
会
い
は
浪
速
少
年

院
に
い
た
こ
ろ
だ
。
院
の
少
年
た
ち
が

人
の
話
を
聞
け
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

院
内
で
「
吉
本
の
お
笑
い
芸
人
に
講
師

を
頼
ん
で
は
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

「
ダ
メ
元
」
で
、
泉
北
高
校
の
先
輩
に
あ

た
る
大
﨑
前
会
長
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、

「
え
え
よ
」
と
快
諾
。
少
年
院
に
大
﨑
さ

ん
と
中
田
カ
ウ
ス
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
。

18
～
21
歳
の
約
1
6
0
人
の
在
院
者
は

中
田
カ
ウ
ス
さ
ん
の
話
に
ひ
き
こ
ま
れ
、

誰
一
人
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
縁
で
以
後
、
何
度
か
芸
人
を

招
く
な
ど
交
流
が
生
ま
れ
た
。
54
歳

だ
っ
た
2
0
1
5
年
、
体
調
面
も
考
え

て
早
期
退
職
を
決
め
た
。
新
宿
の
東
京

本
部
に
大
﨑
さ
ん
を
訪
ね
る
と
、
さ
り

げ
な
く
あ
っ
さ
り
振
ら
れ
た
。「
沖
縄
に

専
門
学
校
を
つ
く
り
た
い
ん
や
。
竹
田

君
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て

も
怖
な
い
よ
な
」。
少
年
院
か
ら
吉
本
へ

の
転
身
が
決
ま
っ
た
。

沖
縄
ラ
フ
＆
ピ
ー
ス
専
門
学
校
は

2
0
1
8
年
、
那
覇
市
に
開
校
。
竹
田

さ
ん
は
初
代
校
長
に
就
任
し
た
。
吉
本

興
業
が
文
部
科
学
省
認
可
の
専
門
学
校

を
運
営
す
る
の
は
初
め
て
で
、エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界
で
活
躍
す
る
ク
リ

エ
ー
タ
ー
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
Ｃ
Ｇ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
専
門
家
の
育
成
を

目
指
す
。

な
ぜ
沖
縄
な
の
か
。

「
ま
ず
、
沖
縄
は
日
本
で
一
番
ア
ジ
ア

に
近
く
、
ア
ジ
ア
各
国
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
。

芸
能
事
も
沖
縄
は
三
線
な
ど
が
根
強
く

文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
芸
能
の

ハ
ブ
と
し
て
地
理
的
な
位
置
を
考
え
た

時
に
沖
縄
が
あ
り
ま
す
」

吉
本
興
業
グ
ル
ー
プ
企
業
の
九
州
・

沖
縄
エ
リ
ア
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
2
0
2
4
年
ま

で
続
い
た
沖
縄
国
際
映
画
祭
の
運
営

や
、
企
業
、
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
幅
広
く
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
携
わ
る
。

今
年
６
月
に
は
65
歳
の
定
年
を
迎
え

る
。
第
３
の
人
生
は
、
憧
れ
だ
っ
た
と

い
う
大
型
観
光
バ
ス
の
運
転
手
だ
。

母
校
の
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
。

「
あ
な
た
は
今
、
完
成
品
じ
ゃ
な
い
。

今
を
基
準
に
考
え
ず
、
５
年
後
、
10
年

後
を
見
て
、
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
自
分

の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し

い
。
私
も
35
年
間
、
仕
事
は
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
っ
た
。
今
あ
る
姿
は
完
成

形
と
思
わ
ず
35
歳
ぐ
ら
い
ま
で
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
か
、
も
が
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」

気の合う仲間と舞台に（左から　植野君　竹田君　元ミス沖縄さん　松下君）

スマガツオ自己ベスト　1ｍ　糸満沖にて
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教
員
採
用
試
験

現
役
・
既
卒
1
5
0
人
合
格

転
換
期
を
迎
え
る
教
員
採
用
試
験

就職状況

公務員合格110人/企業からも高評価
２
０
２
５
年
度
卒
業
予
定
者
の
就
職
活
動
が
終
了
し
た
。

２
０
２
０
年
代
に
入
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
と
採
用
活

動
の
効
率
化
に
伴
い
、
採
用
面
接
試
験
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
が
広
く
導
入
さ
れ
た
。
現
在
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
面

接
が
定
着
し
て
お
り
、
学
生
は
柔
軟
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス

テ
ム
を
使
い
こ
な
し
て
選
考
に
挑
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
対
面

形
式
の
面
接
も
依
然
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
が
ど
ち
ら
の
方
式
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
双
方
の
面
接
対
策
や
講
座
の
充

実
に
努
め
た
。

２
０
２
５
年
度
の
公
務
員
現
役
合
格
者
数
は
、
1
1
0
人

（
延
べ
）。
内
訳
は
、
国
家
公
務
員
（
刑
務
官
・
自
衛
官
・
海
上

保
安
官
）
が
9
人
、
地
方
公
務
員
（
警
察
官
・
消
防
官
・
行
政

職
）
は
1
0
1
人
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
さ
ら
に
公
務
員
人
気
が

高
ま
る
中
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
公
務
員
コ
ー
ス

3
期
生
た
ち
へ
「
公
務
員
革
命
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
学

生
た
ち
が
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
が
出
た
。

恒
例
の
全
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
も
、

今
年
度
は
対
面
開
催
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
年
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
８
月
に
開
催
し
、
大

手
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ
る
講
演
を
含
め
、
２
日
間
で
全
24

の
企
業
・
団
体
に
参
画
い
た
だ
い
た
。
１
、２
年
生
対
象
は
２

月
に
開
催
し
、
２
年
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
今
年
、
内

定
、
合
格
が
決
ま
っ
た
４
年
生
26
人
が
後
輩
に
向
け
て
熱
く

語
っ
た
。
ま
た
、
１
年
生
は
企
業
や
団
体
で
活
躍
す
る
社
会
人

を
講
師
に
招
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た 
。

講
話
を
通
じ
て
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
通
し
て
、
自
身
の
将
来
の
目

標
や
理
想
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
学
内
セ

ミ
ナ
ー
」
は
、
本
年
も
多
く
の
企
業
団
体
の
協
力
で
、
昼
休
み

に
説
明
会
や
業
界
研
究
を
す
る
学
び
の
場
と
し
て
実
施
し
た
。

近
年
、
卒
業
予
定
者
の
約
50
%
が
企
業
等
（
企
業
、
ス
ポ
ー

ツ
関
連
、
医
療
、
福
祉
、
自
営
業
）
に
進
み
、
高
い
就
職
率
を

残
し
て
い
る
。
各
企
業
か
ら
非
認
知
能
力
の
高
い
本
学
学
生
に

対
す
る
評
価
は
高
く
、
本
学
の
学
生
に
対
す
る
期
待
も
一
層
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

【
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
】

2
0
2
6
年
度
採
用
（
2
0
2
5
年
度
実
施
）
の

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
現
役
合
格
者
は
、
延
べ

65
人
で
昨
年
度
54
人
か
ら
20
％
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、

既
卒
者
85
人
か
ら
合
格
報
告
が
あ
り
、
合
わ
せ
て

1
5
0
人
が
合
格
し
た
。

現
役
学
生
の
合
格
自
治
体
の
内
訳
は
、大
阪
府（
17

人
）、
大
阪
市
（
6
人
）、
堺
市
・
兵
庫
県
・
東
京
都

（
各
4
人
）、
高
知
県
（
3
人
）、
北
海
道
・
滋
賀
県
・

神
戸
市
・
和
歌
山
県
・
島
根
県
・
広
島
県
（
各
2

人
）、
千
葉
県
・
川
崎
市
・
新
潟
県
・
石
川
県
・
福
井

県
・
三
重
県
・
京
都
府
・
鳥
取
県
・
岡
山
市
・
徳
島

県
、
香
川
県
・
愛
媛
県
・
福
岡
県
・
長
崎
県
・
大
分

県
（
各
1
人
）
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に

合
格
者
が
広
が
っ
て
い
る
。
学
校
種
別
で
は
、
小
学

校
（
小
中
連
携
を
含
む
）
が
44
人
で
全
体
の
68
％
と

多
く
、
中
学
校
11
人
、
中
高
1
人
、
高
等
学
校
3
人
、

特
別
支
援
学
校
6
人
と
な
っ
た
。

既
卒
者
の
合
格
校
種
は
小
学
校
（
小
中
連
携
・
特

別
支
援
小
学
部
含
む
）
が
26
％
、
中
学
校
・
高
校
・

特
別
支
援
学
校
（
中
学
部
・
高
等
部
含
む
）
の
合
格

者
が
74
％
と
な
り
、
現
役
の
比
率
と
逆
転
し
た
形
と

な
っ
た
。
ま
た
、
自
治
体
に
つ
い
て
は
近
畿
圏
の
合

格
者
が
69
人
で
、
全
体
の
80
％
以
上
を
占
め
た
。

2
0
2
4
年
度
か
ら
一
部
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
い
た
3
年
生
受
験
（
一
次
試
験
も
し
く
は
一
次
試

験
の
一
部
が
受
験
可
能
）
は
、
今
年
度
、
全
国
的
に

広
が
り
を
見
せ
、
本
学
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
学
生

1
3
4
名
の
内
47
人
が
合
格
し
、
昨
年
度
（
受
験
者

62
人
、
合
格
者
23
人
）
か
ら
倍
増
と
な
っ
た
。
こ
の

47
人
は
4
年
生
の
本
試
験
の
一
部
が
軽
減
さ
れ
る
た

め
、
合
格
者
増
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

現
在
、
教
員
採
用
試
験
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
。
昨
年
度
、
文
部
科
学
省
は
公
立
学
校
教
員

採
用
試
験
の
第
一
次
選
考
を
、
6
月
16
日
を
基
準
日

と
す
る
試
験
の
早
期
化
を
打
ち
出
し
た
。
今
年
度
は
、

さ
ら
に
日
程
を
早
め
た
5
月
11
日
を
基
準
日
と
す
る

日
程
を
各
自
治
体
に
求
め
た
。
ま
た
、
7
月
に
は
、

「
教
員
採
用
選
考
に
係
る
第
一
次
選
考
の
共
同
実
施

に
関
す
る
自
治
体
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
51
の
自

治
体
が
参
加
し
た
会
合
が
も
た
れ
た
。
論
議
の
中
で
、

「
統
一
試
験
方
式
」
を
最
終
的
に
目
指
し
つ
つ
、「
共

通
問
題
配
布
方
式
」
で
の
共
同
実
施
を
目
指
す
話
し

合
い
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
共
同
実
施
へ
の
参
加
に

つ
い
て
は
、
既
に
大
阪
府
を
は
じ
め
一
部
の
自
治
体

が
2
0
2
7
年
度
実
施
の
教
員
採
用
試
験
か
ら
の
参

加
を
表
明
し
て
お
り
、
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
変
化
へ
対

応
し
て
い
く
た
め
の
情
報
収
集
や
学
生
へ
の
発
信
拠

点
と
し
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
教
員
採
用

試
験
対
策
模
試
・
各
種
支
援
講
座
・
教
職
オ
ン
デ
マ

ン
ド
講
座
・
全
自
治
体
の
教
採
過
去
問
貸
し
出
し
等

の
他
に
、
校
長
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
面
接
指
導

だ
け
で
な
く
、教
採
へ
の
勉
強
の
進
め
方
や
教
職
キ
ャ

リ
ア
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し
て
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
教
員
採
用
試
験

の
合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
教

育
現
場
は
日
々
変
化
し
て
い
る
う
え
、
学
校
現
場
に

出
れ
ば
新
人
教
員
と
い
え
ど
も
「
即
戦
力
」
と
し
て
、

役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
員
の

仕
事
は
、
そ
こ
に
子
ど
も
が
い
て
く
れ
る
の
で
成
立

す
る
。
常
に
謙
虚
で
真
摯
な
気
持
ち
で
「
学
び
続
け

る
教
員
」
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】
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＜教育学部＞
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 教育学科 30 84 76 30
スポーツ特別総合型選抜 教育学科 5 7 7 7
DASH アスリート特別総合型選抜 教育学科 ｰ 0 0 0

卒業生子女型選抜 教育学科 ｰ 2 2 2
学校推薦型選抜 教育学科 50 209 204 125

一般選抜 教育学科 40 110 109 19
合計 教育学科 125 412 398 183

＜スポーツ科学部＞
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 スポーツ科学科 110 230 211 117
スポーツ特別総合型選抜 スポーツ科学科 120 178 178 178
DASH アスリート特別総合型選抜 スポーツ科学科 5 2 2 2

卒業生子女型選抜 スポーツ科学科 ｰ 6 6 5
学校推薦型選抜 スポーツ科学科 200 441 435 296

一般選抜 スポーツ科学科 85 164 160 76
外国人選抜 スポーツ科学科 若干 7 7 2

合計 スポーツ科学科 520 1028 999 676

令
和
８
年
度
入
試

競
争
が
激
化
す
る
年
内
入
試
！

志
願
者
数
は
７
％
減
!!

令
和
８
年
度
入
試
は
、
志
願
者
獲
得
競

争
が
激
化
す
る
中
、
実
施
さ
れ
た
。

志
願
者
数
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が

１
，
０
２
８
人
（
前
年
度
比
９
％
減
）、
教

育
学
部
は
４
１
２
人
（
３
％
減
）
と
な
り
、

総
志
願
数
は
１
，
４
４
０
人
（
７
％
減
）

と
な
っ
た
。

近
年
は
入
試
の
多
様
化
を
推
進
す
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
「
年
内
入
試
」
が
年
々

増
加
し
、
年
明
け
以
降
の
一
般
入
試
の
受

験
生
と
の
二
極
化
が
年
々
加
速
し
て
い
る
。

総
合
型
選
抜
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
志
願
者
数
は
２
３
０
人
（
前
年
度
比

14
％
減
）
と
減
少
に
転
じ
た
。
そ
の
中
で

も
入
試
制
度
『
ア
ス
リ
ー
ト
型
』
受
験
志

願
者
数
は
、
44
人
（
前
年
度
比
28
％
減
）

と
大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
。
減
少
要
因
と

し
て
は
、
他
大
学
の
競
技
実
績
の
高
い
受

験
生
へ
の
早
期
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
、

今
後
の
対
応
が
重
要
と
な
る
。
一
方
、『
自

己
表
現
型
』
は
、
資
格
や
高
等
学
校
で
の

活
動
実
績
を
加
点
す
る
制
度
を
導
入
し
た

入
試
制
度
で
、
今
年
度
は
新
た
な
資
格
の

追
加
も
あ
り
、
教
育
学
部
は
84
人
（
前
年

度
比
15
％
増
）
と
な
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
は
１
８
６
人
（
9
％
減
）
の
計

２
８
７
人
の
志
願
と
な
っ
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
は
、
入
試
制
度
に

３
つ
の
型
が
あ
り
、『
小
論
文
・
面
接
他
』

『
体
力
テ
ス
ト
・
面
接
』『
国
語
・
調
査
書
』

と
、
様
々
な
形
態
の
試
験
が
受
験
で
き
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
志
願
者
数
は
４
４
１
人

（
前
年
度
比
４
％
減
）、
教
育
学
部
志
願
者

数
は
２
０
９
人
（
増
減
０
）
と
い
う
状
況

と
な
っ
た
。

ま
た
、年
内
入
試
が
年
々
増
加
す
る
中
、

年
明
け
の
一
般
選
抜
で
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
志
願
者
数
が
１
６
４
人
（
前
年
度
比

13
％
減
）、
教
育
学
部
は
１
１
０
人
（
前
年

度
比
８
％
減
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

各
大
学
で
、
定
員
割
れ
を
防
ぐ
た
め
に

年
内
入
試
で
定
員
を
確
保
す
る
流
れ
が
加

速
し
て
い
る
。
本
学
も
同
様
の
方
針
で
入

学
生
の
確
保
に
向
け
、
募
集
活
動
を
強
化

し
、
高
校
訪
問
や
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
進

学
相
談
会
を
大
幅
に
増
や
し
、
精
力
的
に

動
い
た
。
２
０
２
７
度
入
試
に
向
け
て
、

前
年
度
以
上
の
募
集
活
動
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
指
定
校
の
見
直
し
や
受
験
制
度

の
見
直
し
を
進
め
、
更
な
る
志
願
者
増
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
入
試
部
】

大
阪
体
育
大
学
は
奈
良
育
英
高

等
学
校
、
和
歌
山
県
立
和
歌
山
北

高
等
学
校
と
高
大
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。

奈
良
育
英
高
等
学
校
と
の
締
結

式
は
１
月
13
日
に
本
学
で
行
わ

れ
、
奈
良
育
英
中
学
校
・
高
等
学

校
の
米
田
安
男
校
長
、
倉
森
博
司

高
大
連
携
室
長
、
東
浦
将
太
進
路

指
導
部
長
の
３
名
が
本
学
を
訪

問
。
神
﨑
浩
学
長
は
「
奈
良
育
英

高
校
は
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
両
面

で
実
績
を
挙
げ
ら
れ
、
本
学
と
し

て
も
是
非
と
も
協
力
し
て
い
き
た

い
学
校
の
一
つ
で
す
。
色
々
と
ご

提
案
を
い
た
だ
き
、
こ
の
連
携
協

定
が
両
校
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ

う
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

和
歌
山
北
高
等
学
校
と
の
締
結

式
は
２
月
19
日
に
本
学
で
行
わ

れ
、
川
口
勝
也
校
長
、
安
野
秀
樹

教
頭
、
半
田
和
紀
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
科
長
の
３
名
が
訪
問
。
神
﨑

学
長
は
「
和
歌
山
県
と
は
立
地
的

に
も
関
係
が
深
く
御
校
か
ら
は
来

年
度
は
９
名
の
入
学
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
が
両
校
の

発
展
の
契
機
に
な
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。 ２

校
と
高
大
連
携
協
定

奈
良
育
英
、
和
歌
山
北

和歌山北高等学校との締結式 奈良育英高等学校との締結式
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学
長
特
別
表
彰

国
内
外
で
活
躍
の
３
ク
ラ
ブ
９
選
手
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学
長
特
別
表
彰
式
が
１
月
22
日
に
行
わ

れ
、
2
0
2
5
年
度
に
国
内
外
の
競
技
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
3
ク
ラ
ブ
と

9
選
手
が
表
彰
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
各
団
体
と
選
手
に
表
彰
状

な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
、神
﨑
浩
学
長
が「
本
学
に
と
っ

て
ク
ラ
ブ
活
動
は
教
育
の
一
環
で
、
競
技

成
績
も
学
業
成
績
も
両
方
高
め
て
い
く
こ

と
が
目
標
で
す
。
皆
さ
ん
は
他
の
学
生
の

見
本
と
な
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
学
友
会
の
福
島

滉
哉
会
長
（
教
育
学
部
３
年
、
大
阪
・
阪

南
高
校
）
が
「
本
日
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
姿
は
、
我
々
学
生
た
ち
に
と
っ
て
励
み

に
な
り
ま
す
。
学
友
会
と
し
て
も
学
生
が

成
長
で
き
る
環
境
を
守
る
た
め
力
を
尽
く

し
て
い
き
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
女
子
の
小
沼
美
尋
選
手
（
体
育

学
部
4
年
、
千
葉
・
昭
和
学
院
高
校
）
が

「
12
連
覇
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
楠
本
先
生
は
じ
め
教
職
員
の
方
々
の

お
か
げ
で
す
。
何
か
に
全
力
で
一
生
懸
命

取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
当
た
り

前
だ
と
思
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向

か
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
精
進

し
ま
す
」
と
誓
っ
た
。

【団体】ハンドボール部女子　全日本インカレ優勝（12連覇）
アダプテッド・スポーツ部　日本車椅子ハンドボール競技大会準優勝
硬式野球部女子　全日本選手権大会3位

【個人】柏﨑　 咲和（体育学部4年、福井工業大学附属福井）	 BFA女子野球アジアカップ優勝　MVP・最優秀防御率
畑中 ゆりあ（体育学部4年、埼玉・花咲徳栄）　　　　　　　 BFA女子野球アジアカップ優勝　首位打者・最多得点・ベストナイン
山本　 一花（体育学部4年、大阪・履正社）　　　　　　　　　BFA女子野球アジアカップ優勝　ベストナイン
木村　 睦実（体育学部4年、京都両洋）　　　　　　　　　　　BFA女子野球アジアカップ優勝　
荒川　 莉子（体育学部3年、鹿児島・神村学園高等部）	 BFA女子野球アジアカップ優勝
坂　 ちはる（スポーツ科学部1年、大阪体育大学浪商）　　　　日本陸上競技選手権大会　女子砲丸投げ優勝
福島　 琉斗（スポーツ科学部1年、大阪体育大学浪商）　　　　全日本体操種目別選手権　男子ゆか3位
大崎 日和理（教育学部1年、大阪体育大学浪商）　　　　　　　座位バレーボール・アジアオセアニア選手権大会　女子３位
内田　 峻介（大学院博士前期課程1年）　　　　　　　　　　　日本ボッチャ選手権大会ＢＣ４男子優勝

本
学
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
顕
著
な

業
績
を
残
し
た
指
導
者
に
贈
ら
れ
る
大
島

鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与
式
が
、
１
月
7

日
に
行
わ
れ
た
。

功
労
賞
を
楠
本
繁
生
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
教
授
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
監
督
、

１
月
末
退
任
）、
横
井
光
治
・
教
育
学
部

准
教
授
（
硬
式
野
球
部
女
子
監
督
）、
奨

励
賞
を
藤
原
敏
行
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教

授
（
体
操
競
技
部
男
子
監
督
）、
中
西
啄

真
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
講
師
（
陸
上
競
技

部
投
て
き
ブ
ロ
ッ
ク
監
督
）
の
計
４
人
が

受
賞
し
た
。

昨
年
、
楠
本
教
授
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

女
子
が
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
12
連
覇
。
横

井
准
教
授
は
Ｂ
Ｆ
Ａ
女
子
野
球
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
に
、
硬
式
野
球
部
女
子
の
５
選
手

が
出
場
し
て
４
連
覇
。
藤
原
教
授
は
体
操

競
技
部
男
子
の
福
島
琉
斗
選
手
（
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
１
年
）
が
全
日
本
種
目
別
選
手

権
の
ゆ
か
で
３
位
に
入
っ
た
。
中
西
講
師

は
陸
上
競
技
部
の
坂
ち
は
る
選
手
（
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
）
が
日
本
選
手
権
女

子
砲
丸
投
げ
で
優
勝
し
た
。

ま
た
、
１
月
の
日
本
ボ
ッ
チ
ャ
選
手
権

大
会
男
子
Ｂ
Ｃ
４
で
内
田
峻
介
さ
ん
（
ア

ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
部
、
大
学
院
）

が
優
勝
し
、
同
部
監
督
の
曽
根
裕
二
・
教

育
学
部
教
授
が
奨
励
賞
を
追
加
受
賞
し
た
。

大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞

指
導
者
5
人
に
授
与



日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
学
会

24
年
ぶ
り
に
本
学
で
開
催

日本スポーツマネジメント学会を共催
体大生12名が運営サポート
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日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

会
の
第
18
回
大
会
が
２
月
27
～
28

日
、大
阪
商
業
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
と
大
阪
商
業
大
学
が
共
催
し
、

実
行
委
員
長
を
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の

藤
本
淳
也
教
授
・
学
長
補
佐
が
務
め

た
。
ま
た
、
本
学
学
生
12
名
が
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
。

大
会
に
は
各
大
学
の
研
究
者
、
学

生
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
ら
約
2
2
0

人
が
参
加
し
た
。

大
会
前
日
の
26
日
に
は
、
大
阪
市

中
央
区
の
大
阪
商
工
会
議
所
で
学
生

会
員
や
一
般
学
生
・
大
学
院
生
を
対

象
に
し
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
27
日
の
第
１
日
は
、

提
案
型
新
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
３
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
。

最
終
日
の
28
日
は
学
会
名
誉
会
長

の
原
田
宗
彦
・
大
阪
体
育
大
学
学
事

顧
問
が
「
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
最

前
線
：
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
戦
略
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
。
実
行
委
員
会
企

画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
新
地
平
：
学
術
×
ビ
ジ

ネ
ス
の
共
創
に
向
け
て
」
で
は
、
藤

本
実
行
委
員
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
た
。

昼
食
時
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
解

決
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
益

財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
理

事
長
の
清
水
進
さ
ん
と
常
務
理
事
の

河
原
慶
子
さ
ん
を
招
き
、
大
阪
体
育

大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
冨
山
浩
三

教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

実
践
報
告
発
表
（
ポ
ス
タ
ー
）
で

は
、「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
S
D
G
s
活

動
の
実
践
―
廃
棄
バ
ッ
ト
の
再
利
用

―
」
と
し
て
、
体
育
学
部
４
年
の
福

永
晴
翔
さ
ん
（
北
海
道
・
函
館
高

校
）、
正
井
信
之
介
さ
ん
（
兵
庫
・
須

磨
友
が
丘
高
校
）、
大
仲
菜
奈
さ
ん

（
大
阪
・
久
米
田
高
校
）
の
研
究
が
発

表
さ
れ
た
。

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
学
会
第
31
回
大
会
が
３

月
２
、３
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
で
の
開
催
は
24
年
ぶ
り
。沼
田
薫
樹
講
師

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
監
督
）
が
実
行
委
員
長
、

長
江
晃
生
准
教
授
（
同
女
子
監
督
）
が
副
実
行

委
員
長
を
務
め
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
女
の
学
生

９
名
が
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
た
。

第
１
日
の
２
日
は
、
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
前
理
事
の
原
田
宗
彦
・
大
阪
体
育
大
学
学
事

顧
問
が
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
も
っ
と
人
気
企
業

に
す
る
た
め
に
：
進
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
の
視
点
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
。
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
の
藤
本
淳
也
学
長
補
佐
・
教
授
が
司

会
・
進
行
を
務
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
未
来
を
支
え
る
社
会
連
携
と
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
も
開
催
し
、
本
学
卒
業
生

の
パ
ネ
リ
ス
ト
３
人
と
語
り
合
っ
た
。

最
終
日
の
３
日
は
、第
４
体
育
館
で
オ
ン
コ
ー

ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
。
卒
業
生
で
2
0
2
5

女
子
Ｕ
21
ト
レ
ー
ナ
ー
の
松
田
篤
実
さ
ん
が「
試

合
に
向
け
て
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
解
説
。
長
江
准
教
授
が
司

会
を
務
め
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
が
モ
デ
ル
役

を
務
め
た
。

ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
の
ア
ナ
リ
ス

ト
で
４
月
か
ら
大
学
院
に
進
む
宮
内
こ
こ
ろ
さ

ん
（
体
育
学
部
４
年
、
福
岡
・
誠
修
高
校
）
が

「
大
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ア
ナ
リ
ス
ト
の
特

性
に
関
す
る
研
究
」
を
ポ
ス
タ
ー
で
発
表
し
た
。



学
生
主
体
で
企
画
・
実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
学
が
支
援
す
る
「
学
生

 

〟 

夢 

〝プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
が
２
月
25
日
、
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
事
前
に
申
請
の
あ
っ
た
４
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
学
生
が

プ
レ
ゼ
ン
し
、
審
査
を
経
て
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

報
告
会
で
は
、
テ
ニ
ス
部
男
子
の
栗
生
和
馬
（
く
り
う
・
か
ず
ま
）
さ
ん
（
体

育
学
部
４
年
、
和
歌
山
・
海
南
高
校
）
が
「
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
～
い
ら
な
く

な
っ
た
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
S
D
G
s
～
」
を
報
告
し
た
。
テ
ニ
ス
の
楽
し
さ

を
地
域
の
方
に
伝
え
、
用
具
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社

会
貢
献
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
S
D
G
s
を
実
践
す
る
取
り
組
み
だ
。
テ
ニ
ス
部
の

学
生
５
名
が
テ
ニ
ス
体
験
教
室
を
開
き
、
地
域
の
方
に
再
生
し
た
ラ
ケ
ッ
ト
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

体
育
学
部
３
年
で
池
島
明
子
ゼ
ミ
の
阪
本
芹
渚
（
せ
り
な
）
さ
ん
（
愛
媛
・

聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
高
校
）、
廣
瀨
瑠
奈
（
る
な
）
さ
ん
（
京
都
・
福
知
山
成
美
高

校
）、
山
田
絵
斗
（
か
い
と
）
さ
ん
（
兵
庫
・
須
磨
翔
風
高
校
）
は
、「
み
ん
な

で
楽
し
む
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
！
」
を
報
告
。
池
島
ゼ
ミ
の
学
生
が
日
根
野
小
学

校
の
児
童
に
、「
キ
ン
ボ
ー
ル
」「
モ
ル
ッ
ク
」
を
指
導
し
た
。

児童にキンボールを指導する学生
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◆
◇
Ｏ
Ｕ
Ｈ
Ｓ
ジ
ャ
ー
ナ

ル
は
２
０
２
３
年
10
月
号

か
ら
、
そ
の
時
々
の
旬
な

学
生
の
笑
顔
が
表
紙
を
飾

る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
大

阪
体
育
大
学
の
一
番
の
財
産
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
な
の
は
、
元
気
で
意
欲
的

な
学
生
の
力
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

◆
◇
先
日
の
開
学
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
運
動
部

活
動
指
導
に
あ
た
る
学
生
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
は

次
々
に
登
壇
し
、
指
導
現
場
で
の
体
験
や

課
題
を
活
き
活
き
と
語
り
ま
し
た
。
部
活

動
改
革
を
早
く
か
ら
深
く
取
材
し
て
い
る

新
聞
記
者
か
ら
の
鋭
い
質
問
に
も
理
路
整

然
と
回
答
す
る
学
生
の
姿
は
、
と
て
も
誇

ら
し
く
感
じ
ら
れ
、
参
加
し
た
他
大
学
や

行
政
、
企
業
関
係
者
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

◆
◇
１
月
に
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
の
人
事
担

当
の
方
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
の
方
の
大

体
大
生
評
は
「
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を

積
み
重
ね
る
力
は
他
の
人
に
比
べ
て
強
く
、

周
囲
の
社
員
を
巻
き
込
む
力
が
あ
る
」。
実

際
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
非
認
知
能
力
を
測
る
民

間
テ
ス
ト
の
数
値
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。

◆
◇
全
国
に
誇
れ
る
大
体
大
の
「
学
生

力
」。
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
新
入
生

の
皆
さ
ん
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
生
生
活
で
、
そ
の
力

が
ど
こ
ま
で
伸
び
て
い
く
の
か
、
楽
し
み

で
す
。

【
大
坪
康
巳
】

泉
大
津
市
主
催
の
小
学
生
ス

ポ
ー
ツ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ウ
イ

ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
2
0
2
6
︱
冬

の
自
然
の
中
で
環
境
に
つ
い
て
学

ぼ
う
！
︱
」
が
、
１
月
に
１
泊
２

日
で
行
わ
れ
、
泉
大
津
市
の

小
学
３
～
６
年
生
39
名
が
参
加

し
た
。

市
町
村
教
育
委
員
会
と
大
学
が

共
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
例

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
本
学
の

大
学
院
生
と
大
学
生
10
名
が
参
加

し
た
子
ど
も
達
と
寝
食
を
共
に
し
、

環
境
学
習
や
雪
遊
び
な
ど
を
通
じ

て
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
や
挑

戦
す
る
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
よ

う
支
援
し
た
。

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
は
、
泉
大

津
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受

け
、
2
0
2
4
年
度
か
ら
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
め
ざ
せ
！！
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
を
実

施
し
て
き
た
。
今
回
の
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、

「
め
ざ
せ
！！
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
特
別
編
」
と
し
て
、

本
学
が
泉
大
津
市
教
育
委
員
会
に
協
力
し
て
開
催

し
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
冨
山
浩
三
教
授
が
キ
ャ
ン

プ
長
を
、
伊
原
久
美
子
教
授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
長
を
務

め
た
。
ま
た
、
伊
原
研
究
室
の
大
学
院
生
と
ゼ
ミ
生

が
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
子
ど
も
達
の
指

導
に
携
わ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
冬
山
の
自
然
環
境
で
の
生
態
系

や
生
物
の
多
様
性
に
触
れ
な
が
ら
環
境
保
護
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
と
、集
団
活
動
で
初
め
て
の
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町

に
あ
る
尼
崎
市
立
美
方
高
原
自
然
の
家
と
ち
の
き
村

で
実
施
さ
れ
た
。

ウインターキャンプ
学生が子どもと寝食ともに

学
生
＂夢
＂プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ
ニ
ス
部
、
池
島
ゼ
ミ
生
が
報
告
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歩き方について思い出すことがある。
小さい頃、歩き方にはとても興味があった。小学生の頃には、右手と
右足、左手と左足を同時に出して歩く遊びをしていた。当時はこれがナ
ンバ歩きだとは知らなかった。また『少年探偵団手帳』に説明のあった
忍者歩きもよく試していた。足音を消して静かに歩く、いわゆる忍足
（しのびあし）である。
中学生になり、毎朝、勇んで通学していた。そのうち歩くスピードを
上げたいと思うようになった。そこで思いついたことがあった。通学カ
バンと当時流行していたマディソンバッグを両手にそれぞれ持ち、同時
に前後に振れば速く歩けるのではないか。名案のつもりで一週間ほど続
けていたが、ある朝のホームルームで女子生徒が「先生、和田君が変な
歩き方をしています」と言い出し、やめてしまった。
それからは普通に歩いている。ただ高校に入学した春、まだ市電で通
学していた頃、家から停車場までの最短ルートを調べようと思った。そ
こで、10くらいのルートの歩数を数え、五回ずつ測定して平均を取り、
最短ルートを決めた。2ヶ月ほどかかったが、結果が出たときはうれし
かった。しかしその間、歩数を数えることに集中していたため、通学途
中の友人には無言で手を上げていただけだった。
その後、歩行に絡んだ特別なことはなく、歩いている。つまり体に染
み込んだルールと交通法規を遵守して歩き続けている。
体に染み込んだルールとは、大阪流（と言っていいものかどうかはわ
からないが）と勝手に思っている歩き方で、「黄色信号になれば走って
駆け抜ける」。しかし道路交通法施行令第2条は、黄色信号では「歩行
者等は、道路の横断を始めてはならず」と定めている。
以前、東京で学会があった際、私の尊敬する研究者と懇親会場に向
かって歩いていた。信号が黄色になり、私は思わず駆け出そうとした
が、その先生は立ち止まり、「黄色ですよ」と静かに言われた。その先
生の鷹揚な態度に憧れ、そのときから歩行者であっても道路交通法は守
るべきだと考えるようになった。道路は全国につながっている。交通
ルールにローカル色があってはならないと思うようになった。
その後、甲南大学法学部で「福祉法政策」という講座を担当していた
時期がある。さまざまな福祉法の問題を扱う中で、「視覚障害者と歩行」
という講義を行った。視覚障害者が安全に歩くための法制度はどのよう
になっているのかを、法令や裁判例を手がかりに学生に考えさせる内容
である。講義をしながら私の頭に浮かんでいたのは、移動権という考え
だった。移動権とは、人が自由に移動できるという人権である。そのよ
うな人権をあえて言わなくても、歩行はもともと自由である。ただ土地
所有や危険な場所など様々な理由から、歩くための道ができた。すぐに
その道を歩行者と馬（車）や荷車が共同利用し始め、交通の安全確保が
課題になっていく。そうすると道のルールが必要になる。この点は古代
ローマのアッピア街道も、日本の東海道も、現在の道路もまったく同じ
である。道路交通法第1条は「道路における危険を防止し、交通の安全

と円滑を図る」と規定している。
最近ベトナムで衝撃的な体験をした。
昨年クリスマス前から２週間ほどベトナムに滞在した。初めてのベト
ナムである。いくつか地方都市をめぐり、最後にサイゴンと呼ばれてい
たホーチミン市を訪れた。
ベトナムにも日本と同様の交通法規はあるが、実際には、歩行者の道
路横断は、車やバイクの運転手と歩行者の相互調整によって行われてい
た。青信号はもちろん渡るが、黄色信号でも渡り、赤信号でも周囲の状
況を見ながら渡っている。（下の写真は、ベトナムみやげのTシャツ）交
通法規は守られるべきものだという法意識を努力して涵養してきた私に
は、かなり戸惑う光景だった。

その原因や背景はどこにあるのか。
ホーチミン市の道路にはバイクが溢れるように走り、その間に車が混
じる。自転車はほとんど見かけない。バイクの多くは二人以上で乗って
いる。このため全体の交通の流れはそれほど速くはなく、むしろゆるや
かである。また、バイクは減速してもなかなか停止しない。さらに信号
のある横断歩道も多くない。
このような状況の中で、歩行者は信号のない場所でも自由に道路を横
断している。現地の人に教えられた歩き方は、「まっすぐ、同じ速度で
歩くこと。そして途中で止まらないこと、走らないこと」である。最初
は恐ろしく感じたが、その通りに歩くと、バイクの流れが自然に歩行者
を避けていく。つまり歩行者と車両が互いの動きを予測しながら流れを
作っているのである。それでも先頭を歩くには相当の勇気がいる。これ
こそまさに「生ける法」の実例だ。社会の秩序は必ずしも制定された
ルール（法令）だけによって成り立つわけではない。人々の生活の中か
ら自然に生まれるルールも存在する。日本では法規制による秩序が強く
意識されるが、ベトナムでは人々の相互調整によって秩序が生まれてい
るように見えた。
その光景を見ていて、ある自然現象を思い出した。夕方の空を舞うム
クドリの群れや、海中で群れるイワシやアジである。数えきれないほど
の個体が同時に動いているにもかかわらず、互いに衝突することなく滑
らかに形を変えていく。中央に指揮者がいるわけでもないのに、秩序が
生まれている。その様子は、ある意味で美しい。
そういえば大阪にも典型例があった。大阪・梅田の阪急百貨店と阪神
百貨店の地下出入口に挟まれた広場は、多くの人が異なる方向へ歩いて
いるが、歩行者同士が互いに速度や進路を微妙に相互調整しながら、ぶ
つかることなく行き交っている。
法規制による秩序と、人々の相互調整による秩序を二項対立させず、
どこで折り合いを見いだすか、梅田の雑踏で相互調整しながら、そんな
ことを考えている。

コラム

名 誉 教 授 �　 和 田 隆 夫
迷惑をかけずに歩くには
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